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フレームページのリンク方法 
ステップ 1  ：  サンプルページに SPACEのリンクを埋め込む 

１、画像を挿入する 
 
挿入(I) → イメージ(I) から、 

第 15 章 教育システムの使用法

15.1 はじめに 
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まず、好きなところに画像を挿入しましょう。 
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２、クリックしたときの、動作を入力する。 

        

 
ウインドウ(W) → タグインスペクタ(T) から、タグ編集ウインド
ウを表示させる。 
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画像を選択し、タグインスペクタの表から、OnClickの項を見つけ
る。 

その項に、   parent . TitleFunc (‘＊＊＊’)      と入力

する。 
＊＊＊は、サンプルに固有の文字列を挿入してください。 
例：about 、 system 、 beam01 、frame01-01  など。 
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ステップ 2 ： フレームに Javaを埋め込む 
１、フレームページのソースを表示する。 

 

NotePadを表示させる。 
２、関数を追加する。 
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＜Script language = “JavaScript” ・・・・・ 
・ ・・・ 
</script> 
という項を見つけて、その間に、以下のコードを追加する。 
function  TitleFunc(txt) 

{ 

 document.title = txt ; 

} 
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もし、<script>  ・・・ </script> が見つからないときは、 
＜head＞  ・・・  ＜/head＞の中に以下の記述を挿入します。 
 
<script language = “JavaScript” type = “text/JavaScript”> 

function TitleFunc(txt){ 

 document.title = txt; 

} 

</script> 

 

 

 


